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船底に穴があれば，たとえ小さなものでもそこから水が入り，やがては大きな船であっても沈めてしまう 

ことから，「些細なことだからといって油断し放っておくと，最後には取り返しのつかないことになってしまう」という意味です。 

 

中国戦国時代の思想家である韓非の言説を集めた書『韓非子』に「千丈の堤も蟻の一穴（いっけつ）より崩れ

る」があります。「千丈（１丈は約 3.03ｍ）もある堅固な堤も，小さなアリが作った穴が原因で崩れることもある。小さな誤

りやわずかな油断がもとで，大事をひきおこしたり失敗したりすることがある」という意味です。 

 「船底の小さな穴」や「蟻の一穴」は，学校での教育活動や家庭での子育てにもあてはまると思います。 

 まず，学級においては，児童のほんの些細な乱れであっても，見過ごし放っておくと学級の統制がとれなくなり学級崩

壊等，大変な事態に陥ることがあります。例えば，児童の言葉遣い，授業中の姿勢や態度，教室移動時の整列等々。

いじめも同様です。最初は，消しゴム等のモノ隠し→机を必要以上に離す→仲間はずし等へエスカレートし，被害児

童が心に大きな傷を負うようないじめに発展することも珍しくありません。 

 また，家庭においては，お子さんの「気になる言動」を見過ごし放っておくと，それまでの素直さがなくなったり，心を閉ざし

たり，場合によっては自傷行為に発展したりする危険性があります。例えば，急に学校に行きたくないと登校をしぶる，学

校での出来事を話したがらなくなった，急に友達関係が変化している等々。お子さんが，買い与え 

た覚えのない物を持っていたり，持ち物が頻繁になくなったり壊されたりしている場合は，いじめの対象 

になっている可能性があり一刻も早く対応しなくてはなりません。詳細は右面をご覧ください。 

問題が小さく早い段階で対処すれば，大事になることを防ぐことが可能です。「小事が大事」と 

もいいます。初期対応が肝心です。いち早く「船底の小さな穴」や「蟻の一穴」を見つけ，塞ぐことが大切です。穴を塞

ぐことに成功したら，二度と穴が空かないように穴自体や周辺を補強すると同時に，他に穴が空きそうな箇所がないか

点検することも必要ではないでしょうか。 

そのためには我々大人が，子供たちの些細な変化や子供たちが懸命に発するＳＯＳに気付く感性

や子供たちの言動の背景にあるものへの想像力が必要だと思います。あわせて，子供が親や教師に

些細なことでも相談できる関係づくりも大切ですね。 

そして，子供たちのＳＯＳに対して，学校と家庭が力を合わせ全力で対応していく必要があります。場

合によっては，児童生徒の心理に関し専門的な知識や経験をもとにカウンセリングを行うスクールカウンセラー

（ＳＣ）や問題を抱える児童生徒を取り巻く環境へ働きかけたり関係機関等との連携・調整を行ったりするスクール

ソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等の関係機関との連携を図る必要もあります。このような方々と連携を図りながら，大 

切な子供たちを育てていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 ８月 21日(水)の出校日 

に，ＰＴＡ親子読書部の方 

々による児童への読み聞か 

せをしていただ 

きました。きっ 

と読書が好きな 

児童が増えるこ 

と思います。 

８月 24日(土)に実施の 

              ＰＴＡ愛校作業には，早                

              朝にもかかわらずたくさ

んの保護者の皆様のご 

協力をいただきました。 

 とてもきれいな環境 

で学校生活を送ること 

できています。 

 

 

９月 

12 日(木) 校内読書旬間～25 日 

17 日(火) 教育相談旬間(希望者)～27 日 

10月 

10 日(木) 町芸術鑑賞会 

19 日(土) ＰＴＡ愛校作業 

24 日(木) 運動会準備（1～4 年生，13：10 下校） 

27 日(日) 秋季大運動会 

28 日(月) 振替休日 

【大意】 人は自分の行いの善し悪しを知ることは難しいが，他人の行いの善悪はすぐに目につく。

日ごろ交わる友人を見て善いことは見習い，悪いことは反省せよ。そして，自分を磨け。 

     薩摩の青少年教育は，郷中を中心として行われ，先輩や後輩とも交わりの中で真剣に心の

交わりが続けられました。友人との交流で互いを磨いていったのが薩摩の教育でした。 

 

 

池之原小特別支援教育コーディネーター 

わかば学級い組担任 木佐貫 陽子 文責 

「時間の感覚」 

 学校生活ではもちろんのこと，学校以外での子ども同士の世界

であっても，時間を守ることはとても大切な約束事です。時間に

ルーズでいつも遅れてきたり，約束をすっぽかしたりするようで

は，友達の関係にヒビが入りかねません。時間を守らない人がい

るとどのような影響が出るのかを具体的に伝えることが大切に

なります。そのうえで，前もって切り替えのタイミングを伝えて

おくことや指示を小分けにして伝えることなどの工夫をすると

活動にブレーキがかけやすくなります。 

 時間が守れず，子どもが失敗をしてから指導するのではなく，

事前に子どもの行動を予測して，早めの言葉かけをしましょう。 

参考文献『発達が気になる子の心に届く叱り方・ほめ方』      

上野一彦 著編 

 

□ 表情が暗くなり，何か考え事をしている。 

□ ため息をついたり，涙を流したりしている。 

□ 落ち着きがなくなり，おどおどしたりする。 

□ 食欲がなく，元気がない。 

□ 友達と遊ばなくなり，家に閉じこもりがちになる。 

□ 友達関係が変化している。 

□ 知らない友達からの電話があり，不自然な外出が増える。 

□ 携帯電話・スマートフォンの着信音をとても気にする。 

□ 急に無口になったり「死にたい」ともらしたりする。 

□ 学習意欲をなくし，勉強が手につかない。 

□ 朝になると体調不良を訴え，登校をしぶる。 

□ 「転校したい」と言い出す。 

□ 家庭から品物やお金を無断で持ち出す。 

□ 帰宅した時，衣服の汚れや破れがある。 

□ 傷跡を隠すため，裸になるのを嫌がる。 

□ お金の使い方が荒くなり，使いみちを言わない。 

□ 持ち物が頻繁になくなったり壊されたりする。 

□ 言葉遣いが荒くなり，言うことを聞かない。 

□ 買った覚えのない物を持っている。 

□ 与えた以上のお金を持っている。 

  

 

９月２～６日は，「いじめ問題を考える週間」でした。い

じめはどの学級でも起こりうるものであり，どのような理由

があっても絶対に許されません。 

いじめについて改めて考える機会を設けようと「いじめ問

題を考える週間」を設定し，期間内にいじめについて考える

時間を設けました。今後も，授業や休み時間等 

学校生活のあらゆる機会をとらえ，いじめ防止 

・早期発見・早期対応に取り組んでいきます。 

また，令和３年３月県教育委員会改訂の「いじめ対策必携」

掲載「いじめに気付く家庭生活でのチェックポイント」を右

に紹介します。お子さんの様子で気になることがありました

ら，些細な点でもけっこうですので担任にご相談ください。 

令和６年度の本校のスクールカウンセラーは，林田里恵さ

んです。今年度は 10 月９日(水)を含めて４回，カウンセリ

ングのため来校されます。10月の案内は９月 12日に児童を

通じて配布しています。カウンセリングを希望される場合

は，９月 20日までに申込書を担任に提出してください。 

９月 12 日時点でむし歯治療が 50 人完了し，

残り 33人となりました。一日も早い治療で大切

なお子さんの健康を守ってあげてください。 

https://kotobank.jp/word/%E5%A0%A4-571961
https://kotobank.jp/word/%E7%A9%B4-426051

